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平成２７年度 Ｐ Ｔ Ａ 総 会

１． 日 時 平成２７年５月９日（土） １３ ：４０～ 【代休５月２５日(月)】

２． 場 所 本 校 大会議室

３． 日 程

① 授業 特別時間割

② 〃 生徒は４限まで

③ 〃

１１：４０～１２：１０ 昼 食

１２：１０～１２：２５ 清 掃

１２：００～１２：２０受 付

授業参観④１２：３０～１３：２０○

１３：２０～１３：４０受 付

総 会 １３：４０～１４：４０○

○ (総会会場)講 演 １４：４０～１５：２０

演 題 「進学の先にある就職を見据えて、今すべきこと」

○ (各ＨＲ教室等）学級懇談会 １５：３０～

４． 総 会 次 第 司会：金安教諭 記録：北村教諭

１） 開 会

２） 会 長 あ い さ つ 松野 会長

３） 校 長 あ い さ つ 溝渕 校長

４） 議 長 選 出

５） 議 事

① 平成２６年度 ＰＴＡ事業報告 秋山 教頭

② 平成２６年度 ＰＴＡ決算報告 江頭 事務部長

③ 監査報告

質疑応答

④ 平成２７年度 ＰＴＡ役員選出 川田 教頭

新役員あいさつ

⑤ 平成２７年度 ＰＴＡ事業計画（案）審議 秋山 教頭

⑥ 平成２７年度 ＰＴＡ会計予算（案）審議 江頭 事務部長

質疑応答

⑦ その他

６） 現 況 報 告

① 学校目標・学校評価について 藤田 教務主任

② 進路指導について 太田 進路指導主事

③ 人権・同和教育について 檜垣 人権・同和教育主任

④ 生徒指導について 相川 生徒指導主事

⑤ 教育相談について 池内 教育相談部長

⑥ 保健指導について 半田 保健主事

７） そ の 他

８） 閉 会



平成２６年度 ＰＴＡ事業報告

年 月 日 項 目 場 所 参 加 者

２６．５．２ 第１回ＰＴＡ理事会 本館２階大会議室 本部役員５名、理事24名
教職員 19名

５．１ 公開授業週間 本校 保護者 65名
～１０ 授業参観･部活動の公開

（ ）５．１０ ＰＴＡ総会 本館２階大会議室 保護者 総会71名,懇談88名
学級懇談会 各ＨＲ教室等 教職員 24名

６．１１ 香川県高等学校ＰＴＡ連合会 松野会長アルファあなぶきホール

総会 溝渕校長

７．１１ 第56回中国四国地区高等学校 高知県高知市 橋本副会長
ＰＴＡ連合会大会高知大会 藤田教務主任高知県立県民文化ホール

７．１８ 「ＰＴＡだより」第38号発刊 1000部

７．１４ 個人懇談会 各ＨＲ教室等 １年 305名 ２年 260名
～下旬 ３年 258名

７．２９ ＰＴＡ会長等研修講演会 香川県教育会館 松野会長
溝渕校長

８．２２ 第64回全国高等学校ＰＴＡ 松野会長福井市・鯖江市・敦賀市

２３ 連合会大会(福井大会) 江頭事務部長サンドーム福井他６会場

９．６ 南高祭参加(餅つき) 本校 本部役員 ６名
理事・旧役員 25名
生徒･教職員

９．２４ １年普通科進路説明会 北体育館 88名

１０．１７ 第21回大学･専門学校訪問研修会 立命館大学、同志社 西尾監事
～１８ 大学、仏教大学、 会員１名

京都調理師専門学校

１１．４ 人権・同和教育指導者研修会 谷本副会長アルファあなぶきホール

１２．６ 第66回全国人権・同和教育 高松市・土庄町 会員 ５名
７ 研究大会 香川大会 小豆島町 本校職員 28名（ ）

１２．１５ 個人懇談会 各ＨＲ教室等 １年 243 名 ２年 108名
～下旬 ３年 122 名

２７．１．１６ 第２回ＰＴＡ理事会 本館２階大会議室 本部役員５名、理事13名
教職員 16名

３．３ 「ＰＴＡだより」第39号発刊 1000部









平成２７年度ＰＴＡ役員改選について(案)

ＰＴＡ本部役員（案）

氏 名 生 徒 名 クラス 出 身 中 学

会 長 松 野 直 行 Ｒ２ 龍 雲朗 子

谷 本 有 香 紗矢香 ３－６ 国 分 寺

副 会 長 谷 佳 樹 勝 賀樽 佳 吾 １－２

溝 渕 祥 民 （校長 （香川県立高松南高等学校））

谷 本 英 樹 真 澄 ３－３ 一 宮

監 事 横 井 牧 淳 平 ３－２ 綾 南

多田羅 京維子 誠 山 田２－４

橋 本 修 いずみ 香 東３－８

理 事 西 尾 恵 奏 穂 香 南２－８

クラスより選出理事は次葉のとおり（２８名）

会 計 江 頭 良 信 （香川県立高松南高等学校）

細 川 信 哉 会 長 指 名

書 記 松 野 一 恵 浩 輝 一 宮１－６

北 村 文 恵 会 長 委 嘱（香川県立高松南高等学校）

《参考》

平成２６年度

氏 名 生 徒 名 クラス 出 身 中 学

会 長 松 野 直 行 Ｒ１ 龍 雲朗 子

谷 本 有 香 紗矢香 ２－６ 国 分 寺

副 会 長 橋 本 修 いずみ ２－８ 香 東

溝 渕 祥 民 （校長 （香川県立高松南高等学校））

西 尾 恵 香 南聖菜・奏穂 3-5・1-6

監 事 谷 本 英 樹 真 澄 ２－３ 一 宮

横 井 牧 淳 平 ２－２ 綾 南

理 事 次 葉 の と お り （２７名）

会 計 江 頭 良 信 （香川県立高松南高等学校）

福 井 恵 美 会 長 指 名

書 記 多田羅 京維子 誠 １－４ 山 田

北 村 文 恵 会 長 委 嘱（香川県立高松南高等学校）



平成２７年度 役員名簿（理事）PTA
１ 学 年 ２ 学 年 ３ 学 年

組 氏 名 生徒名 出身中 組 氏 名 生徒名 出身中 組 氏 名 生徒名 出身中

１ 中山 りか 美 吹 香 東 １ 藤田 寛子 琴 子 香川一 １ 山田 陽子 愛 花 牟 礼

２ 丹羽 享世 敦 士 桜 町 ２ 三好 健一 一 成 国分寺 ２ 松尾 敏子 有 真 玉 藻

３ 福家 功 愛 夏 紫 雲 ３ 三野 明美 恵 香 龍 雲 ３ 髙岡ひろみ ひかる 一 宮

４ 松本 智恵 典 佳 桜 町 ４ 岡田 真 空 流 飯 山 ４ 酒井 由佳 亮 輔 国分寺

５ 中原 美紀 竜 也 太 田 ５ 大倉 淳 徹 也 紫 雲 ５ 佐野 智恵 仁 美 龍 雲

６ 谷本 由美 秀 雅 香川一 ６ 植松 美佳 琴 乃 香 東 ６ 三好 祐子 啓 太 桜 町

７ 松下 恵美 大 起 香川一 ７ 辻 和代 双 葉 協 和 ７ 中津 直美 日 和 国分寺

８ 髙橋サユリ 大 翔 一 宮 ８ 向井 孝子 千 暁 勝 賀 ８ 石田 佳代 遙留香 勝 賀

９ 元村由紀子 優 太 香川一 ９ 景政 美穂 樹 生 下笠居

岡内 鈴代 香 穂 玉 藻 安藤 弘子 瑠 美 聖ヶ丘R1 R2

学校保健委員会出席理事
（平成２７年度）

（１年 （中山 りか） （２年 （植松 美佳） （３年 （山田 陽子）） ） ）
（谷本 由美） （向井 孝子） （中津 直美）

（ＰＴＡ関係職員）

役 職 名 氏 名 役 職 名 氏 名 役 職 名 氏 名

校 長 溝 渕 祥 民 進 路 指 導 主 事 太 田 秀 樹 １ 年 学 年 主 任 冨 士 博

教 頭 川 田 安 彦 檜 垣 太 郎 総 務 部 長 池 田 英 政人権・同和教育主任

教 頭 秋 山 文 孝 保 健 主 事 半 田 リ ヱ 金 安 千 鶴ＰＴＡ事務局 司会（ ）

事 務 部 長 江 頭 良 信 教 育 相 談 部 長 池 内 久 子 北 村 文 恵PTA書記･福祉科主任

教 務 主 任 藤 田 浩 久 ３ 年 学 年 主 任 多 木 教 雄 陶 山 真 澄PTA係・生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ科主任

生徒指導主事 相 川 一 生 ２ 年 学 年 主 任 織 野 智 成 Ｐ Ｔ Ａ 会 計 細 川 信 哉



平成２７年度 ＰＴＡ事業計画(案)

年 月 日 項 目 場 所 参 加 者

２７．５．１ 第１回ＰＴＡ理事会 本館２階大会議室 本部役員 理事
教職員

５．１ 公開授業週間 本校 保護者
～９ 授業参観･部活動の公開

５．９ ＰＴＡ総会 本館２階大会議室 会員
本校職員

６．１０ 香川県高等学校ＰＴＡ連合会 会長アルファあなぶきホール

総会 学校代表

７．１ 第６２回四国地区人権教育研究 徳島市 役員
２ 大会徳島大会 アスティとくしま 教職員

７．１０ 第５７回中国四国地区高等学校 岡山県岡山市 役員
ＰＴＡ連合会大会岡山大会 岡山市民会館 本校職員

７．１７ 「ＰＴＡだより」第４０号発刊 1040部

７．１４ 個人懇談会 本校
～下旬

７．２８ ＰＴＡ会長等研修講演会 香川県教育センター 会長
校長

８．２０ 第６５回全国高等学校ＰＴＡ 役員盛岡市・滝沢市

２１ 連合会大会(岩手大会) 本校職員岩手産業文化センター他

６会場

９．５ 南高祭参加(餅つき) 本校 役員、理事、旧役員
生徒･教職員

９．下旬 １年普通科進路説明会 本校

１０．１６ 第２２回大学･専門学校訪問研修 大阪方面 役員
～１７ 会

１２．１５ 個人懇談会 本校
～下旬

１．２１ 人権・同和教育指導者研修会 役員アルファあなぶきホール

本校職員

２８．１．下旬 第２回ＰＴＡ理事会 本館２階大会議室 本部役員 理事
教職員

３．１ 「ＰＴＡだより」第４１号発刊 1040部













Ｐ Ｔ Ａ 会 則
第１条 本会は、「香川県立高松南高等学校ＰＴＡ」と称する。

第２条 本会は、本校の教育目的達成に協力するとともに家庭教育及び社会教育の推進を

はかり、生徒の福祉を増進することを目的とする。

第３条 本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

（１）生徒の健康を増進し、学業を奨励する事業

（２）学校と家庭の連絡を密にし、生徒の生活指導に努める事業

（３）学校の教育内容の充実、向上に努める事業

（４）教育研究等会員相互の研修に努める事業

（５）生徒の福利及び厚生の向上に努める事業

（６）その他必要とする事業

第４条 本会の事務所は、香川県立高松南高等学校内に置く。

第５条 本会の会員は、本校生徒の保護者、教職員及び本会の趣旨に賛同する者で構成する。

第６条 本会に、次の役員を置く。

会 長 １名 副会長 ３名 監 事 ３名

理 事 若干名 会 計 ２名 書 記 ２名

第７条 役員の選出方法及び任務は次による。

（１）会長は、会員中より選出され、会務を総理する。

（２）副会長は、会員中より選出され、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を行う。

副会長のうち、１名は、校長の職にある者をもって充てる。

（３）監事は、会員中より選出し、監査にあたる。

（４）理事は、学級及び地区を考慮して会員中より選出し、重要会務にあたる。

（５）会計は、会長の指名によって定め、会計事務を処理する。

（６）書記は、会長がこれを委嘱し、庶務にあたる。

第８条 役員の任期は、１年とし再任を妨げない。ただし、任期中欠員を生じる場合の補欠

後任者については、前任者の残余期間とする。

第９条 会議は、次の２種とする。

（１）総会は、最高議決機関であり年１回、又は会長が必要と認めた場合若しくは理事総

数の３分の１以上の要求があった場合これを開くことができる。

（２）理事会は、会長の召集があった場合、又は理事総数の３分の１以上の要求があった

場合これを開くことができる。

理事会は、予算及び決算を審議し、その他重要事項を協議する。

２ 会議の議長は、会員中より選出され、会議を掌理する。

３ 会議の議事は、出席者の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

第１０条 本会の経費は、会費、入会金及び寄付金等をもってこれに充てる。

第１１条 会費及び慶弔の額等については、別に定める。

第１２条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

第１３条 本会の会計に関する事項については、前三条に定めるもののほか、会長が定める会計事務

処理規程による。

第１４条 本会の会則変更は、総会の議決によるものとする。

附 則 １ この会則は、昭和５６年４月１日から施行する。

附 則 ２ この会則は、平成６年５月２８日から施行する。

附 則 ３ この会則は、平成１５年５月１６日から施行する。



香川県立高松南高等学校学校徴収金会計運営協議会要領

香川県立高松南高等学校における教育活動に必要な学校徴収金の適正な運営及び執行を図るため、学校

徴収金取扱要綱第５条の規定により、学校徴収金会計に係る運営協議会要領をつぎのとおり定める。

１ 趣 旨

香川県立高松南高等学校における教育活動に必要な学校徴収金（団体徴収金を除く）の各会計について、適正な運営。

及び執行を図るため、運営協議会を設置する。

２ 役 割

（１）次の事項について協議する。

ア 学校徴収金会計の予算及び決算に関すること。

イ 学校徴収金会計間の貸借に関すること。

ウ その他必要な事項

（２）学校徴収金について監査を実施すること。

３ 構 成

（１）運営協議会は、次に掲げる委員をもって構成する。

ア 保護者（ＰＴＡ会長が推薦する者） ３名以上

イ 校長、教頭及び事務部長

ウ 上記イ以外の教職員 ３名以上

（２）委員は、校長が委嘱する。

（３）委員の任期は、１年とし、再任を妨げない。

ただし、任期中欠員が生じた場合の補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。

４ 役 員

運営協議会には次の役員を置く。

会 長 １名、副会長 １名、監事 ２名、書記 １名

（１）会長は保護者委員の中により選出され、会務を総理する。

（２）副会長は校長とし、会長を補佐し、会長に事故あるときその職務を行なう。

（３）監事は保護者委員の中から選出し、監査にあたる。

（４）書記は委員の中から会長が委嘱し、庶務にあたる。

５ 会議の召集

（１） 会議は会長が召集する。

（２） 会議は年１回以上開催しなければならない。

６ 会 議

（１）会議は、委員総数の２分の１以上の出席がなければ開くことができない。

（２）会議は、会長が議長となり、出席委員の過半数の同意を得て議事を決定する。

なお、可否同数のときは議長の決するところによる。

７ 監 査

（１）監査は、決算時に行うもののほか、必要に応じて随時実施する。

８ 会計処理

学校徴収金に関する会計事務処理については、学校徴収金取扱要綱による。

９ 雑 則

この要領に定めるもののほか、必要な事項は会長がこれを定める。

付 則

この要領は、平成１５年 ４月 １日から実施する。



① 学校目標・学校評価について 

 香川県立高松南高等学校「学校評価（平成２６年度）」報告 
 

 

１ 教育方針及び重点目標 

 教育方針 

二十一世紀の担い手として、広く社会に貢献しようとする健全な徳性と優れた知性を

もち、主体的に判断し行動する創造性豊かでたくましい人間の育成を目指し、五つの学

科と専攻科を置く総合制高校の特性を活かした教育を推進する。 

 
教育目標 

１ 自ら学び自ら考え、責任ある行動がとれる人間を育てる 
２ さわやかなマナーと思いやりの心をもった人間を育てる 
３ 各学科の特色を活かした学習活動を通じて、 
(1) 自己の進路希望の実現に向けた意欲と力を養う 

(2) 社会や産業の形成に参画し貢献する態度を養う 
 

２ 学校評価結果 

（１）学校評価について 

  学校評価は、開かれた学校づくりを基本に、職員、生徒、保護者、地域の方々などが協

力して学校改善を進めるための仕組みです。本校では、自己評価（内部評価）として教員

にアンケートを行い、生徒、保護者の皆様には、外部アンケートとして評価をいただいて

います。その結果を、南高新聞やＰＴＡだより、ホームページで公表するという方法をと

っています。 

 

（２）評価結果のあらまし 

①【生徒アンケート（３年生対象）】 

本校では、様々な教育活動をより良くするために、毎年３年生を対象にした『高松

南高校の教育活動に関するアンケート』を実施しています。 
質問形式の生徒アンケート結果については、別紙アンケート集計（グラフ）を参照

してください。 
ここでは、南高新聞（３月３日発行）に掲載された内容について報告します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
というもので、残された在校生にとっては、これからの高校生活を有意義に過ごすた

めの、大変良いアドバイスとなりました。     

 
『自由記述では、「自分のなりたい職業に就くために頑張り、夢に近づけた」

「資格を取得することができた」といった、自分の進路に関するコメントが

多かった。また高校での出会いに感謝するものや部活動での充実感や達成感

についてのコメントも目立った。 
後輩たちへのメッセージでは「勉強だけはしっかりしておく方がいい」とい

うものが多かった。また、「自分が後悔しないように何事にもぶつかっていっ

て欲しい」「夢をしっかり持って」「毎日を大切に」といった温かいエールも

届けられた。』 



 

 
 

        

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         
         

         

         

         

         

         

         

         

 

 
 

        

         

         

         

         

         

         

         

2.5

2.7

2.9

3.1

3.3

3.5

学校生活
学習環境

ｺｰｽ選択
授業の工夫

３年生アンケート結果①

H22 H23 H24 H25 H26

2.0

2.5

3.0

3.5

体験学習

資格・検定

服装・挨拶

３年生アンケート結果②

H22 H23 H24 H25 H26



 

 
 

        

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         
         

         

         

         

         

         

         

 

 
 

        

         

         

         

         

         

         

         

         

2.5

2.7

2.9

3.1

3.3

3.5

進路情報
個別指導

マナー学習
学校行事

３年生アンケート結果③

H22 H23 H24 H25 H26

2.0

2.5

3.0

3.5

部充実感

健康・安全

人権学習

３年生アンケート結果④

H22 H23 H24 H25 H26



 
②【保護者アンケート（３年生保護者対象）】 

本校では毎年１２月に学校評価として、３年生の保護者の方にアンケートをお願いしていま

す。次のグラフは、各質問項目を４段階（４よくあてはまる、３ややあてはまる、２あまり

あてはまらない、１全く当てはまらない)で集計したものです。すべての項目において１の全

く当てはまらないは、０％でした。 

どの項目も４点満点で、３．１以上の高い評価をいただきました。また、普通科、環境科学

科、家政科、看護科、福祉科の各学科の評価も３．２～３．７とさらに高く評価をしていた

だきました。保護者の方を始め、地域の人達の本校の教育活動に対するご支援とご協力のお

陰と感謝しています。 

 

 

         

 
 
 

      

  
 
 

      
 

                         
 

学 校 評 価 (保護者アンケート結果) 報 告  

１ 責任のある行動がとれる人間を育てている 

（平均３．１） 

２ さわやかなマナーと思いやりをもった人間を

育てている（平均３．２） 

３ 自己の進路希望の実現に向けた意欲と力

を育てている（平均３．３） 

４ 部活動を盛んに行い、成果を上げている 

 （平均３．３） 

５ ３年間通わせて、良かったと思っている 

 （平均３．６） 

４ よくあてはまる  

３ ややあてはまる 

２ あまりあてはまらない 



【１年前の「公開授業週間」のおける来校者数及び意見・感想】 

 月日 曜日 １年 ２年 ３年 計 備 考 

5 月 1 日 木 30 15 48 93 体育祭 

5 月 2 日 金   2   2   

5 月 3 日 火       0   

5 月 7 日 水       0   

5 月 8 日 木       0   

5 月 9 日 金       0   

5 月 10 日 土 62 25 19 106 ＰＴＡ総会 

合  計   92 42 67 201   

 
体育祭日の主な意見・感想 

・迫力満点で、楽しかった。（２年） 
・いろいろと工夫されていて、見ごたえがあった。（２年） 
・こどもの普段見えていない所が見えて、楽しかった。（２年） 
・みんな協力し合って、すばらしい体育祭だった。 
・入学後のこどもの姿が見れて良かった。（1 年） 
 
ＰＴＡ総会日のおもな意見・感想 

・授業で使用するプリントを保護者にも配って欲しい。子どもは、家で見せない

ので。（１年） 

・部活で先輩に教えてもらったことを、毎日楽しそうに生き生きと話してくれま

す。（１年） 

・娘の横で同じようにコサージュを作らせていただき、母の日前日でとてもタイ

ムリーなすてきな企画の授業で感動した。（３年） 

・今まで何度か学校を訪れたが、今日が一番多くの生徒からあいさつをされ、気

持ちよく過ごした。（３年） 

・一つひとつていねいに説明し、理解しやすく、先生の言葉や態度がソフトで良

かった。（１年） 

・基本的な介護手順が習得できており、先生方や実習先担当者の指導の賜と感謝

している。分からないことをどんどん質問すれば、すばらしい授業になる。（３

年） 



・食品成分表の授業は、毎日食品を摂取するのでとても興味深かった。年頃の生

徒なので、食事の取り方も気にするようになるのでは。（１年） 

・ミシンを使う授業で、使いやすいものとそうでないものがあるので、譲り合う

などして公平になる工夫をして欲しい。（１年） 

・一人ひとりの様子を見て、その子に合った考え方をアドバイスをして、ていね

いに詳しく教えていたのが良かった。（１年） 

・落ち着いた雰囲気で、授業を受けている姿が好印象であった。（１年） 

・部活に一生懸命頑張っています。朝練も進んでしています。（１年） 

・一人ひとりに合った進学、就職を指導していただけると聞き、南高に入学させ

てよかった。（１年） 

・みんな楽しそうに授業を受けていた。態度の悪い子や寝ている子などいなく

て、安心した。（１年） 

・校舎間の通路での自転車の乗り方を注意した方がよい。スピードの出し過ぎと

２列走行は、危ない。（１年） 

・新入部員が少ないのは、ハンドボールコートに仮設校舎が建ち、部活動見学が

できないのが原因ではないか。（１年） 

・先生の声も後ろまでしっかりと届き、グループ別討議後の発表も良くでき、み

んな集中した授業を参観できよかった。（１年） 

 
３ 最後に 
  この他、学校祭では生徒と教員からアンケ－トを取り、次年度に向けた改

善・工夫をしています。 
  また、環境科学科は、地元住民の要望により農産物などの販売地域を拡大し

て、地域の方々と交流しています。生活デザイン科・看護科及び生徒会は、地

元一宮地区総合防災訓練に参加して、防災意識を高めるとともに地域に貢献

できるように知識や技術を身につけています。保護者や地域住民の理解や協

力を得ながら、このようなさまざまな活動を通して評価をいただき、学校が行

う活動を改善し、生徒とともに教員も成長しています。 
今後も５つの学科と専攻科をもつ総合制高校としての特色を活かして、地域

に開かれた学校づくりと地域への貢献を目指してまいりますので、ひきつづき

ご理解とご協力をよろしくお願いします。 
 



②進路指導について
平成27年4月

平成27年3月卒業者の進路状況
（　　　　）内は前年度

［ ］ ［ ］

（ ［ ］ ） （ ［ ］）

進路指導の重点目標

    ① 学力の充実と向上を図る。

・

・

    ② 進路志望の決定および実現のために最大限の支援を行う。

・

・

    生徒の能力・適性に応じた指導を行い、将来の展望に基づく進路の目標を持たせ、

その目標に向かって生徒一人ひとりが努力し自己実現できる環境を整える。そのため

特に次の２点について指導を充実させる。

大　学 短　大 専攻科 専門学校等 就　職 その他 合　　計

51

(56)

15

(9)

35

(38)

9

(13)

7

(3)

5 11 23 1

(7) (12) (16)

6 11 18 5

(4) (15) (15) (3) (2)

1 32

(1) (34)

4 2 11 13

(119)

77.7%

117

就職・その他

58

49

22.3%

19.0%

32 75
合　計

67 28

(8) (5)

(39)

33

(35)

50

(35)

40

進学

209 81.0%

202

30

(30)(5) (12)

(70) (44) (5) (258)

普通科

農業科

家庭科

看護科

福祉科

40

面接・小論文指導を通して、思考力・自己表現力を高め、よりよく生きる方法を見つ
けさせる。

普段の授業一時間一時間を大切にするとともに計画的な課外授業を行い、学力
の充実・向上を図る。

家庭学習時間調査の実施などを通して、予習・復習の充実および家庭学習の定
着を図る。

適切な進路情報の提供を通して適性、興味、進路先への理解を深め、生徒一人ひと
りに適した進路志望の決定にあたる。

8 260

(75) (30) (34)



２０１５年度 進路指導計画

１．平成２７年度 進路指導年間計画表

香川県立高松南高等学校 進路指導部

各 学 年 テ ス ト 行 事 等
月 主 要 行 事 進 路 指 導 行 事

１ 年 ２ 年 ３ 年

４ 始業式(6日) １年生オリエンテーション 課外開始

入学式(7日) (28日)第３回就職模試

遠足（21日） 進学相談会(28日)

第１回進路希望調査

５ 体育祭(1日) 『就職の手びき』配布

ＰＴＡ総会(9日)

進路連絡会（13日）

中間考査(19～22日)

県総体(6/6～8日) 『進路の手引き』第１回校内実力テスト(11日) 第１回校内実力テスト 第１回校内模試・

四国選手権 第１回進路希望調査 ( 日) 『進学の手引き』配布(11,12日) 第４回就職模試 11,12

６ (19～22日) 【校外模試 (13日)】 第１回進路希望調査 進路ＬＨＲ

家庭学習時間調査 【校外模試(13日)】 【校外模試 (13日)】

家庭学習時間調査 家庭学習時間調査

７ 期末考査 【第２回校外模試 (4日)】 (7日) 求人受付開始第５回就職模試

(6/29～7/2日) 面接指導講習(7日) 夏期前期課外(22～28日)

野球応援 【校外模試(4日）】 就職希望者面接指導

終業式(17日)

保護者懇談会

８ インターハイ １年夏季集中学習会 ２年夏季集中学習会 夏期後期課外（25～28日）

体験入学(4日) 就職校内推薦選考会(下旬)

一般推薦選考会(下旬)

９ 始業式(1日) (2日) (1,2日) 指定校推薦選考会(中旬)第２回校内実力テスト 第２回校内実力テスト 第２回校内模試

南高祭(4,5日) （1,2日) 第２回進路希望調査 ｾﾝﾀｰ試験説明会（校内）

【校外模試(19日)】 一般企業就職試験開始

(9/16)

10 中間考査(13～16日) 【校外模試（24日)】 【校外模試（24日)】 【校外模試(24日)】 センター試験出願

【校外模試（31日)】 進路指導部面接指導

11 家庭学習時間調査 家庭学習時間調査 【校外模試（7日)】 進路指導部面接指導

家庭学習時間調査

期末考査（11/27日

～12/2日）

12 保護者懇談会 ｾﾝﾀｰ試験対策特別授業

終業式(24日) (8日～）

【校外模試（23日)】

１ 始業式(8日) ｾﾝﾀｰ試験対策特別授業 国公立大２次出願懇談会第３回校内実力テスト 第３回校内実力テスト・

大学入試ｾﾝﾀｰ試験 12日） （12,13日） （～15日） 国公立大２次出願( 第１回就職模試

センターチャレンジ（17日）(16,17日) 【校外模試(23日)】

修学旅行 【校外模試(30日)】

(19～22日)

3年学年末考査

(26～29日)

２ 1・2年学年末考査 【校外模試(7日)】 国公立大前期試験

(19～24日) 第２回進路希望調査

第２回進路希望調査

３ 卒業式（1日） （11日） 国公立大後期試験第２回就職模試

終業式（18日）

※テストの下線は校内関係

※2年普通科は10月校外模試のいずれかを受験。



３年

月 日(曜日)

◎ ○

○

7月 4日(土) ◎ ☆

19日(土) ◎ ☆

10月 24日(土) ◎ ☆

11月  7日(土) ◎ ☆

12月 23日(水)祝 ◎ ☆

２年

月 日

6月 13日(土) ★

7月 4日(土) ◎

10月 24日(土) ★

10月 31日(土) ◎ ☆

1月 17日(日) ◎ ☆

1月 30日(土) ◎ ☆

2月 11日(木)祝 ◎ ☆

１年

月 日

6月 13日(土) ◎ ★

10月 24日(土) ◎ ★

1月 23日(土) ◎ ☆

※１年特進クラス、２・３年文理コースの生徒は、◎印を受験する。

※進学希望者は、できる限り★、☆印を受験する。

　１・２年普通科の生徒については、★印を全員受験する。

　（２年文理コースの生徒はこれに代わり7月・11月進研模試を受験）

※３年進学希望者は〇印のいずれかを受験する。

13日(土)

実施予定日

実施予定日

実施予定日

模　擬　試　験　名　称

進路マップ　実力判定テスト
6月

進研模試３年６月総合学力マーク模試

進研模試３年７月総合学力記述模試

進研模試３年９月ベネッセ・駿台マーク模試

センター試験早期対策模試(マーク)

進路マップ　実力診断テスト

進路マップ　実力診断テスト

進研模試２年７月総合学力テスト（記述）

進研模試１年１月総合学力テスト(記述)

模　擬　試　験　名　称

進路マップ　実力判定テスト

高2センター試験チャレンジ(マーク)

２．学年別　校外模擬試験年間計画

9月

進路マップ　実力診断テスト

進研模試２年11月総合学力テスト(記述)

進研模試２年１月総合学力記述模試

進研模試３年10月ベネッセ・駿台記述模試

模　擬　試　験　名　称

高予備入試センター試験ファイナル

進研模試３年11月ベネッセ・駿台マーク模試



合格者数一覧 （過去４年間，過年度卒を含む）

国公立大学 26 25 24 23 私立大学 26 25 24 23 私立大学 26 25 24 23       国公立短大 26 25 24 23 専修・各種学校等 26 25 24 23 専修・各種学校 26 25 24 23

筑波技術大学 1 日本福祉大学 1 1 川崎医療福祉大学 5 1 1 三重短期大学 1 盛岡医療福祉専門学校 1 日産愛媛自動車大学校 1

岡山大学 1 名城大学 1 環太平洋大学 3 2 倉敷市立短期大学 2 甲賀健康医療専門学校 1 徳島健祥会福祉専門学校 1

島根大学 1 成安造形大学 1 吉備国際大学 1 2 京都芸術デザイン専門学校 1 1 穴吹医療大学校 9 6 2 7

愛媛大学 1 1 大谷大学 2 倉敷芸術科学大学 3 1 国公立短大合計 1 0 2 0 京都理容美容専修学校 1 穴吹工科カレッジ 1 1

香川大学 1 2 3 京都外国語大学 1 1 くらしき作陽大学 2 1 アミューズメントメディア総合学院 1 穴吹コンピュータカレッジ 2 1 2

琉球大学 1 京都産業大学 1 5 1 2 中国学園大学 1 私立短大 26 25 24 23 ＥＳＰギタークラフトアカデミー 1 1 穴吹デザインカレッジ 3 1 5 2

鳥取環境大学 1 京都精華大学 1 就実大学 3 1 1 2 淑徳大学短期大学部 1 大阪アニメーションカレッジ 1 穴吹動物看護カレッジ 2 5 2 1

島根県立大学 1 京都造形芸術大学 1 1 ノートルダム清心女子大学 1 2 5 2 創価女子短期大学 1 大阪アニメーションスクール専門学校 1 穴吹パティシエ福祉カレッジ 3 3 9 1

福山市立大学 1 京都橘大学 1 美作大学 1 山野美容芸術短期大学 1 大阪医療技術学園専門学校 1 穴吹ビジネスカレッジ 2 3 3

県立広島大学 1 佛教大学 3 広島国際大学 1 京都光華女子大学短期大学部 1 大阪医療福祉専門学校 1 穴吹ビューティーカレッジ 3 4 7

香川県立保健医療大学 3 2 1 1 平安女学院大学 1 広島工業大学 1 京都聖母女学院短期大学 1 大阪ＥＣＯ動物海洋専門学校 1 穴吹リハビリテーションカレッジ 5 5 8 3

高知県立大学 1 龍谷大学 1 2 1 3 福山大学 1 1 大阪芸術大学短期大学部 大阪こども専門学校 1 香川看護専門学校 1 1 1

国公立大学合計 5 5 6 8 大阪大谷大学 1 1 安田女子大学 1 大阪国際大学短期大学部 1 大阪コミュニケーションアート専門学校 1 1 香川県歯科医療専門学校 2 1 4 3

大阪青山大学 1 松山大学 4 6 4 3 大阪成蹊短期大学 1 2 大阪調理製菓専門学校 1 香川県美容学校 1 2

私立大学 26 25 24 23 大阪学院大学 1 3 3 四国大学 2 3 関西外国語大学短期大学部 1 1 大阪動物専門学校 1 香川県立高松高等技術学校 3 1 1

北海学園大学 1 大阪経済大学 1 1 3 1 徳島文理大学 7 11 3 12 関西女子短期大学 1 1 大阪ブライダル専門学校 1 香川県立高松南高校専攻科 32 34 32 33

石巻専修大学 1 大阪芸術大学 2 1 四国学院大学 8 10 5 3 神戸女子短期大学 1 1 大阪文化服装学院 1 1 香川県立農業大学校 1 2 1

東北学院大学 1 大阪国際大学 3 2 高松大学 2 3 5 3 園田女子大学短期大学部 1 大阪保育福祉専門学校 1 木田地区医師会付属准看護学院 1

東北工業大学 1 大阪産業大学 1 4 2 福岡大学 1 武庫川女子大学短期大学部 1 1 大阪リゾート＆スポーツ専門学校 1 キッス調理技術専門学校 1 2

宮城学院女子大学 1 大阪商業大学 1 1 長崎総合科学大学 1 川崎医療短期大学 1 1 大原簿記法律専門学校 2 四国こどもとおとなの医療センター附属善通寺看護学校 2 1

足利工業大学 1 関西大学 1 南九州大学 1 就実短期大学 1 関西ビューティプロ専門学校 1 四国医療専門学校 5 2 7 9

作新学院大学 1 関西外国語大学 1 2 中国短期大学 1 関西美容専門学校 1 四国職業能力開発大学校 3 2 1

神田外語大学 1 関西医療大学 1 徳島文理大学短期大学部 1 2 専門学校ESPエンタテインメント 1 1 四国総合ビジネス専門学校 2 2 3 1

城西国際大学 1 関西福祉科学大学 1 1 香川短期大学 8 13 14 14 修成建設専門学校 1 四国医療福祉専門学校 5 2 1 1

亜細亜大学 1 近畿大学 1 1 3 高松短期大学 14 10 7 8 辻製菓専門学校 1 東京アカデミー 1

大妻女子大学 1 阪南大学 1 2 辻調理師専門学校 1 1 守里会看護福祉専門学校 1

国士舘大学 3 2 太成学院大学 2 東洋医療専門学校 1 小豆郡医師会立小豆島准看護学院 1

駒沢大学 3 桃山学院大学 1 3 3 バンタンデザイン研究所 1 高松市医師会看護専門学校 4 1 2

駒沢女子大学 1 関西国際大学 3 1 ビジュアルアーツ専門学校 1 吉田愛服飾専門学校 1 1

専修大学 2 関西福祉大学 1 放送芸術学院専門学校 1 2 広島製菓専門学校 1

大東文化大学 2 3 神戸国際大学 1 ル・トーア東亜美容専門学校 1 文化服装学院広島校 1

帝京大学 1 神戸海星女子学院大学 1 神戸総合医療専門学校 2 1 福岡国際医療福祉学院 1

東京工芸大学 2 神戸親和女子大学 1 1 1 神戸電子専門学校 2 1 1

東京女子体育大学 1 神戸女子大学 1 神戸ブレーメン動物専門学校 1

東京福祉大学 1 神戸学院大学 1 1 3 トヨタ神戸自動車大学校 1 2 1

東京農業大学 1 2 甲子園大学 2 日本栄養専門学校 1

日本大学 2 1 1 甲南大学 1 2 ベルェベルビューティ専門学校 2 1

日本社会事業大学 1 甲南女子大学 6 1 1 朝日医療専門学校 1

立正大学 1 園田学園女子大学 1 1 1 インターナショナル岡山歯科衛生専門学校 1 1

早稲田大学 1 姫路獨協大学 1 1 岡山ビジネスカレッジ 1

関東学院大学 1 武庫川女子大学 1 倉敷ビューティーカレッジ 1

産業能率大学 1 帝塚山大学 1 専門学校岡山ファッションスクール 1 その他 2 2 9 16

新潟産業大学 1 奈良大学 1 1 私立大学計 82 90 86 72 私立短大合計 28 32 26 27 玉野総合医療専門学校 2 専修・各種学校計 113 112 105 102

中京大学 1 岡山商科大学 2 1 西日本調理製菓専門学校 1

中部大学 1 岡山理科大学 4 1 4 1 大学合計 87 95 92 80 短大合計 29 32 28 27 愛媛調理製菓専門学校 1 合　格　者　計 229 239 225 209

年　度 年　度 年　度 年　度 年　度 年 　度



　就職先と就職者数 　　　　　　　　　　（平成２４年度～平成２６年度）

高松市役所 1 1
陸上自衛隊 1

合計人数 1 0 0 1 1 0
（社福）永世会特養愛生苑 2
（社福）光寿会特養あかね 1 2 2

浦川設備興業（株） 1 1 （株）ジャンプ 1 （社福）さぬき 3 2 （株）アクティオ 1
大一電気工業（株） 1 （株）エディオン 1 （社福）すみれ福祉会 2 1 1 3 （有）鈴木樹園 1
田村ボーリング（株） 2 2 小野（株） 1 2 2 （社福）牧羊会特養シオン丘 1 香川県土地改良事業団体連合会 1
（株）電工社エンジニアリング 1 1 1 （株）ジーフット 1 （社福）福寿会特養松林荘 1 1 合計人数 0 0 1 0 2 0
（株）ナイバ 1 1 久米加（株） 1 1 （医）クワヤ病院 1
（株）大王工務店 1 （株）コスモス薬品 2 1 （社福）弘善会 1 1

（株）永井組 1 （株）嵯峨（リトルマーメイド） 1 （社福）まほろば福祉会　特養扇寿 1 1

四国ニチレキ工事（株）　 1 （株）ハローズ 1 （医）五色会 1

青葉工業（株）　 1 （株）サクセス携帯事業部 1 3 NPO法人アイルコート 1
西日本高速道路エンジニアリング四国（株） 1 （株）四国OAシステム 1 （医）仁泉会老健 鮎の里 1
末澤緑地（株） 1 （株）マルビシスポーツ 1 （医）おさか脳神経外科医院 1
新日本建工（株） 1 四国新聞販売（株） 1 （社福）香川県済生会特養なでしこ香川 1

合計人数 5 0 8 2 4 0 （株）高松天満屋 2 （社福）特養サマリア 1 西日本旅客鉄道(株） 1
（株）ナカノ 1 （社福）ナザレの村かすがの里 1 （有）内田芸能社 1
（株）ハニーズ 1 1 （社福）瑞祥会高齢施設すずかけの径 1 美山荘 1
（株）ムーミー 2 1 (医）福生会多田羅内科クリニック 1 (株）小田原製作所 1
（株）ライフグローバライズ 1 (社福）共済会特養楽々苑 1 日レキ特殊工事(株） 1
（株）春風堂 1 合計人数 1 11 2 11 0 12 大阪府警 1
（株）ぐれいと 1 合計人数 2 1 0 0 3 0
（株）フジデン 1

合計人数 5 12 4 4 2 7

アオイ電子（株） 1 1
（株）アカギ 1
朝日スチール工業（株） 1 1 1 1 1
（株）川西水道機器 1 2 1 四国旅客鉄道(株） 1 1 1
（株）さぬき丸一製麺 1 日本通運(株)高松航空支店 1 男女別合計数（県内） 21 32 21 23 20 27
讃州製紙（株） 1 1 合計人数 1 0 1 0 2 0 男女合計（県内）

（株）三祥 1
（株）シンキ製作所 1
ツジ製菓 1
（株）原和裁研究所 1 2
（株）冨士カガク 1 男女別合計数（県外） 2 1 0 0 3 0
（株）レクザム（隆祥産業） 1 1 男女合計（県外）

（株）アイ・エフ・エス 1 ア・ピエロ（有） 1
（株）東洋スチール製作所 1 1 宇高国道フェリー（株）ゴルフ事業部 1 穴吹エンタープライズ(株） 1
泉鋼業（株） 1 日清医療食品（株）四国支店 1 (株）一鶴 1
谷口生コンクリート（株） 1 第一測量（株） 1 大洋商事（株） 1
（株）ギンポパック四国工場 1 西日本ビル管理（株） 1 （株）JR四国ホテル開発 2 1
（株）サンテック 1 宗教法人　金比羅宮 1 （株）シカ 1 男女別就職者数 23 33 21 23 23 27

合計人数 7 4 5 4 7 4 合計人数 1 2 0 0 1 2 合計人数 0 3 0 1 1 2 就職者数合計

女
子
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子

女
子

56 44 50
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53 44 47

Ｑ　サービス業 県外合計
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女
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※平成 ２７年 ３月３１日　現在

　（県　内）
Ｎ　医療　・　福祉業 R　公務員

Ｅ　建設　・　土木業 Ｊ　卸　・　小売業 会　社　名

２４年度 ２５年度 ２６年度



人権・同和教育部③人権・同和教育について

人権・同和教育は、各自が幸福になるため、自己をかけがえのない存在として認識すると

ともに、他者についても自己と同様に大切にする精神を育成し、差別に気付く人権感覚や差

別をなくそうとする意欲を身に付けさせることを目指しています。

１ 活動方針

香川県人権教育基本方針に基づき、全教職員の正しい認識と共通理解のもとに、本校のこ

れまでの取り組みを踏まえ、香川県教育委員会、香川県高等学校教育研究会人権・同和教育部

会と連携し、地域社会の実情を考え、積極的かつ総合的な人権・同和教育を推進する。

知的理解にとどまらない「生徒の心にとどく人権・同和教育」をめざし、あらゆる差別を

解消していくために積極的に行動する意欲と態度を育成する。

(1) 人権を尊重する意欲や態度を育成する

人権問題の解決を自らの課題としてとらえ、人権が尊重される社会の実現に向け、課題解

決のために積極的に行動しようとする実践力を身に付けることを目指します。

そのために、主体的に取り組む体験活動を取り入れた学習を実践します。

(2) 人権についての理解と認識を深める

豊かな人権感覚をもち、人権や人権問題についての的確な思考力、判断力を身に付けるこ

、 。とができるよう 人権の意義や同和問題をはじめとする様々な人権課題について学習します

(3) 人権意識の基礎を培う教育を推進する

自分の大切さを自覚し、誇りをもつことが、人権意識の形成に大きく寄与することから、

自己をかけがえのない存在として認識するよう取り組みます。

人権がすべての人に保障されていることの理解を深められるよう、相互の違いも含め認め

合うことのできる仲間づくりや、一人ひとりの人権を大切にした教育を実践し、お子様が人

権意識を身に付けるための基礎を培います。

２ 努力目標

(1) 教職員の正しい認識と共通理解を深める現職教育の充実を図る

(2) ロングホームルームの指導内容や方法の改善を図る

(3) 生徒の学力保障・進路保障の確立を図る

(4) 保護者との連携と保護者への啓発活動の充実を図る

(5) 学校間（中高連携など）や関係機関との連携の強化を図る

３ 本年度の主な計画

(1) 教職員の正しい認識と共通理解を深める現職教育の充実

① 現地研修実施（新転任教職員等）

② 校内研修会、全人教大会・四人研大会、その他の研究会への参加と報告



(2) ロングホームルームの指導内容や方法の改善

① 人権・同和教育ロングホームルームのテーマ (指導内容と指導法を改善を図る)

１ 学 期 ２ 学 期 ３ 学 期
６月１９日(金)、６月２６日(金) １１月６日(金） １月２２日(金）

さまざまな差別① さまざまな差別②

１
人権について

～差別の木を切ろう～
年

【課題：さまざまな差別】 【 】 】課題：女性･子ども･外国人等 【課題：高齢者・障害者等

６月２６日（金） １１月６日(金） ２月５日(金）
部落解放への歩み 戦前 部落解放への歩み（戦後）

２
同和問題とは何か

（ ）

～同和対策審議会答申から考える～
年

～水平社宣言に学ぶ～
【課題：同和問題】 【課題：同和問題】 【課題：同和問題】

家庭学習期間中の登校日６月２６日（金） １１月６日(金）
差別のない社会を築くために

３
同和問題の現状と課題（１） 同和問題の現状と課題（２）

（人権・同和教育主任による講話）
年

～進学・就職差別をなくすために～ ～結婚差別について～
【課題：同和問題】 【課題：同和問題】 【課題：さまざまな差別】

② ロングホームルーム等で人権委員をより活性化し、南高祭では「人権展」を実施する

(3) 生徒の学力保障・進路保障の確立

校内各分掌及び関係機関との連携を維持発展させ、生徒の進路保障の確立を目指す

(4) 保護者との連携と保護者への啓発活動の充実

① 入学式、ＰＴＡ理事会・総会での説明・現況報告 「人権・同和教育だより」の発行、

（４を参照）② 四人研大会等の研究会、人権・同和教育指導者研修会などの研修会への参加

③ 南高祭での「人権展」の実施

(5) 学校間（中高連携など）や関係機関との連携の強化

近隣中学校の人権・同和教育の授業等を参観し、地区文化センターの行事等の参観をする

４ 各種研究会・大会、研修会への参加について

主な研究大会・研修会の名称 実施日(実施日の順)

７月２(木)～３日(金)第６２回四国地区人権教育研究大会(徳島市)ＰＴＡ会員参加

１月２１日(木)人権・同和教育指導者研修会(アルファあなぶきホール他) ＰＴＡ会員参加

11月21日（土）22日（日）第６５回全国人権・同和教育研究大会（長野大会）

５ 本年度の人権・同和教育部員 (担当学年団別）

美 純 悦 康主任 １年 ２年 ３年檜垣／ 池内 ・梶村・小林・中村 ／ 齋藤・岡田・中村 ／ 徳永・細川・中村

香川県高等学校教育研究会人権・同和教育部会会誌「 蹊 」 について６ (Ａ４版６８頁)
こみち

人権・同和教育の理論と実践をより高めるための冊子で、県内教員の実践や気付き等が

。 、 。 。収録されています 図書室にあり 保護者にもご覧いただけます 主な内容をご紹介します

巻頭図版 特別寄稿【第38号(2014,2,16発行)の目次から抜粋】 人権展等各校生徒の活動／

私の第2の故郷豊島／ 各校の人権・同和教育ホームルーム指導案／ 学び合い特集 講演抄録

と集団作り／ 中大阪朝鮮初級学校を訪問して／ 地図から消された島研究レポート 実践報告
なか

(人権・同和教育主任の執筆した文章)／／第66回全人教大会報告要旨／ブロック自由原稿

(薦された教員が執筆した１ページものの随想)／ その他 色々あります。こだま



④生徒指導について
生徒指導部

１ 基本方針

本校では、入学した生徒全員が、自分の進路に希望をもって卒業して欲しいと願っていま

す。そのために心を鍛え育み、基本的な生活習慣の確立を目指しております。今年度は「正

しい制服の着用 「マナー・モラルの向上 「交通ルールの遵守」を重点目標として指導を進」 」

めています。また、多くの愛される人間に育てるために常に感謝の気持ちや思いやりの気持

ちを持って生活する大切さやあいさつの大切さを伝えようと取り組んでおります。

なお、以下の点を基本方針として指導しております。

①マナー・モラルの向上

②あいさつのできる、校歌の歌える南高生

③端正な服装

④基本的生活習慣の確立

⑤時間を守る

２ 生活の現状について

①遅刻について

「時間を守る」ということは、全ての生活場面においての基本であり、また、将来、社会

人として欠かすことのできないものです。そのため、登校時に職員が正門などで声かけをし

たり、遅刻したときには入室許可証取得手続きの徹底を図ることや遅刻回数による段階的な

指導をしております。昨年度、遅刻については保護者の皆様の協力を得て、昨年度は回でし

た。非常に遅刻の少ない学校になっています。今年度はこの数字が少しでも減らせるよう指

導していきたいと考えています。

②学校生活について

南高の生徒であるという自覚と責任を持った行動がとれるように指導しています。全校生

徒が自覚と責任を持って努力してくれていると思います。制服の着装の乱れ、頭髪の違反は

子供たちの心の変化のサインと捉え指導しております。実際に問題行動につながっていった

例も少なくありません。服装違反をする生徒については、継続的かつ段階的な指導（反省文

指導）をしております。複数回、服装違反を繰り返す生徒につきましては保護者の方に相談

させていただくこともございます。特に、スカート丈については警察、育成センター等から

防犯上の観点から短くしないよう指導されております （膝のお皿の長さで指導していま。

す ）頭髪については、何もしないというのが原則になります。染色したり、パーマ（スト。

レートパーマを含む）をあてたりした場合、改善していくのが大変困難です。長期休業中な

ど生活に油断が生じやすい時期に多く違反が見られますので、ご家庭でも十分に注意をお願

いします。また、ドライヤーの使いすぎや、アイロン等の使用で髪が傷み、変色している生

徒もいます。これらの指導にも大変苦労しています。とにかく、髪を傷めることのないよう

ご家庭でのご指導をお願いします。

登下校時のあいさつや来校者へのあいさつなどは、教員の側からも積極的にあいさつの声

かけをしております。また、各部活動で徹底したあいさつの指導や生活向上委員によるあい

さつ運動等を行い、気持ちのいいあいさつができるようになっています。多くの人から高い

評価を得るようになっています。



③交通安全について

交通安全については、交通安全講話（自転車シミュレーター）等行い、警察とも連携をと

りながら、事故のないようにしていきたいと考えています。昨年は交通事故被害者の方のご

講演をいただきました。また、交通委員が交通安全運動を行い、生徒自ら啓発活動を行って

います。県下では高校生の交通事故が多発しております。自転車事故の半分以上が高校生が

加害者か被害者になる事故です。また、高校生の自転車事故件数が高止まりしています。ご

家庭で安全な通学路の確保していただき、携帯電話を使用しての運転・傘差し運転・二人乗

り・音楽を聴きながらの運転・右側通行（逆走）等が絶対にないようご指導ください。警察

も交通指導強化を図って特に自転車の交通指導を行っています。警告書を与えられ、指導を

受けた生徒も複数おります。事故がおこってからでは取り返しがつきません。保護者の皆様

もご指導をお願いします。

④携帯電話・アルバイト・運転免許取得について

携帯電話については原則持ち込み禁止にしております。なお、登下校の安全確保のために

お子様に持たせる場合は届け出をし、必ずフィルタリングサービスを利用し、家庭でのルー

ルづくりをお願いしております。SNS上でのトラブルも発生しています。また、考査中の携

帯電話の持ち込みは不正行為と同義として指導しています。十分なご指導をお願いいたしま

す。校内では電源を切って鞄の中に入れることを徹底して指導しています。

アルバイトについては、原則として禁止しています。ただし、長期休業中については、学

業に大きな支障がなく職種や時間帯等が適切である場合には、届け出により許可をしていま

す。

自動車・二輪車・原付等の運転免許取得についても、原則として禁止しております。なお、

進路先の決定した３年生については、自動車学校の１２月の最終入校日以降の通学を届け出

により許可しています。

（別紙参照）３ 香川県学校・警察相互連絡制度について

平成１６年４月より、香川県学校・警察相互連絡制度ができております。学校と警察が連携

し、情報を交換することにより、青少年の健全育成や犯罪被害防止に努めていこうというもの

です。よく読んでいただき、ご理解とご協力をお願いします。



平成２７年５月８日

保護者各位

香川県立高松南高等学校

校 長 溝 渕 祥 民

学校と警察の連携による「香川県学校・警察相互連絡制度」に関する協定について

新緑の候、保護者の皆様には益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は本校の教育活動に

多大な御理解と御協力をいただきましてありがとうございます。

さて、現在、全国的に児童生徒を脅かす犯罪や事故等が多発し、県内でも同様な事件が発生する

とともに、補導・逮捕に至る事件も多数発生しております。

このような中、学校が責任をもって児童生徒の教育に当たることは当然のことでありますが、近

。年の児童生徒の問題行動等が学校外へ広がり、学校だけで対応することが困難な状況も見られます

これまでも警察等との連携を図りながら児童生徒の問題行動等への対応をしてまいりましたが、昨

今の状況を踏まえますとさらに一層の相互協力が必要となっております。

このようなことから、県教育委員会と県警察本部は、平成１６年４月２７日に標記の制度に関す

る協定を取り交わしました。この協定に基づいて、各警察署は取り扱った児童生徒に関する重大事

案については、学校へ連絡することになりました。また、学校でも、警察署との連携が必要と認め

られる事実について、警察に連絡を行い支援と協力を求めることとしております。

。つきましては、下記を参照いただき、この協定の趣旨を御理解の上、ご協力をお願いいたします

記

1 目的

この協定は、学校と警察が児童生徒を健全に育成していくため、児童生徒の非行等の問題につ

いて連絡を行うことにより、問題の所在を相互に理解し、自らの役割を果たしつつ、緊密な連携

を図りながら、非行や被害のより効果的な未然防止、立ち直り支援等を実施していくことを目的

とする。

２ 相互連絡対象となる内容

(1) 学校から警察への連絡内容

① 問題行動を起こす児童生徒の立ち直り支援が必要と認められる事案のうち、警察との連携

が必要なもの

② 学校内外における児童生徒の非行の未然防止や安全確保が必要と認められる事案のうち、

警察との連携が必要なもの

(2) 警察から学校への連絡内容

逮捕事案については、すべて連絡対象となる。また、これ以外の事案についても、警察と連

携して行動し、継続的に対応することが必要と認められるものは連絡対象となる。例えば、以

下のような場合等が考えられる。

○暴走族の一員である場合や暴力団員等との交友がある場合。

○繰り返しの恐れがある万引等の窃盗事件等で検挙、補導された場合。

○性の逸脱行為を繰り返す場合や、常習的に家出を繰り返している場合。

○悪質・重大な交通事故・違反等の場合。



⑤教育相談について 

保護者の皆様へ 

                                 教育相談部 

 

１ 教育相談とは 

 

最近の教育相談の多くは、友人との関わり方に関する悩みであるのが現状です。近すぎて息が詰まる、遠す

ぎて孤独になるなど、人との距離の取り方が難しいようです。その上、携帯電話の普及でネット上にブログを

開設したり掲示板に書き込んだりして、それを学校での話題にして楽しむといったこともあります。そこでの

やりとりは他者と直接関わる気遣いがないため、比較的簡単にコミュニケーションがとれる利点はありますが、

相手の表情や気持ちが読めないという欠点もあり、人間関係をこじらせて悩むケースも多くあります。解決の

ために社会的な経験が少ないため、相手に自分の思いをうまく伝えられず、どう問題を解決すればいいのか分

からない。そのために問題が長期化することもあります。 

 

進路を決定する時期になると、将来何をすべきか分からない、自分にとって最も大切なものは何か分からな

い、まじめに考えるほど悩んでしまう、などということも起こります。 

 

高校生は部活、学業、人間関係と大人以上に不安とストレスを抱えています。その不安やストレスは、学校

不適応という形を取ることもあります｡つまり非行や不登校は、子どもたちが発する不安やストレスの信号で

あるともいえるわけです。早めに不安やストレスに対応することで、学校不適応の状況が改善することがある

のはこのためです。ですから、子どもたちが困ったときに大切なのは、まず誰かが話を聞いてあげることです｡

それは友だちでも、保護者でも、また担任や部活の顧問でも、本人にとって信頼できる人なら誰でもいいので

すが、ときに学校の中に自由に相談できる窓口があることが役に立つこともあります。それが教育相談です｡ 

 

ご家庭のほうでも相談がありましたら、こんな些細なことと思わず、いつでも遠慮なくお越しください。 

「困ったな、どうしようか」と思うようなことがありましたら、早めにご連絡ください。早めの相談が早い

問題解決につながるケースが多いのが現状です。相談の内容に関しては、秘密を守りますのでご安心ください。 

 

 

２ 教育相談室の利用の仕方 

   ★本校の電話番号  （０８７－８８５－１１３１） 

        

 

 

＊相談については、学校へ電話をして教育相談係と時間の打ち合わせをして下さい。 

＊担任を通じて申し込まれてもかまいません。 

     ＊スクールカウンセラーの来校日は、金曜日だけでなく他の曜日になることがありますので、日時

の確認は相談室までご連絡ください。 

★教育相談室の場所 

     ＊本館１F南側にあります。 

相談方法 相談日 備考 

面接相談 原則金曜日   12:30～17:30 1 回の相談時間は約 50分 



３ 校外の相談機関  

 

 校外でも下記の相談所等で相談が受けられます。 

カウンセリング 

相談所 所在地 相談内容 受付時間 電話 

香川県精神保健福祉 

センター 

高 松 市 松 島 町

1-17-28 

香川県高松合同庁舎 

メール相談あり 
月～金 

   9:00～17:00 
087-804-5565 

香川県教育センター 
高 松 市 西 宝 町

2-4-18 

不登校、いじめ、学業・進

路、交友関係、発達障害 

（要予約）メール相談あり 

月～金 

   9:00～17:00  
087-833-4235 

子育て相談 
県教育委員会家庭 

教育相談室 

家庭教育に関する相談 

(要予約) 

月～金 

   9:00～17:00  
087-861-4951 

 

電話相談 

名称 相談所 相談内容 受付時間 電話 

こどもホットライン 

県教育委員会 

 

子どもからの電話相談 

 

月～金 

   9:00～16:30 

  18:30～22:00 

日 13:00～16:30 

087-835-7867 

fax 

087-831-1912 

いじめ専用相談 

（ファックス） 
いじめなどの相談 年中無休 24 時間  

fax 

087-833-8840 

こころの電話相談 
県 精 神 保 健 福 祉 

センター 

乳幼児から老人までの 

心の相談 

月～金 

9:00～16:30 
087-833-5560 

学校教育電話相談 県教育センター 

24 時間いじめ電話相談窓

口もある(087-833-4227) 

(0570-0-78310) 

月～金 

   9:00～17:00 

087-862-4533 

087-833-4220   

子どもと家庭の電話

相談 

子ども女性相談 

センター 

子どもや家庭に関する相

談、18 歳未満の子ども対

象 

月～土 

   9:00～21:00 
087-862-4152 

少年相談電話 県警本部内      
非行問題、犯罪被害など

に関する子どもと親から

の相談。メール相談もあ

り 

月～金 

   9:00～17:00 

087-837-4970 

少年相談電話 
中讃少年サポート  

センター 
0877-33-3015 

子育てホットライン 県教育委員会 

家庭教育の悩みや不安に

関する相談。ファックス

相談は常時 

月～金 

   9:00～16:30 

 18:30～22:00 

日 13:00～16:30 

087-861-4951 

fax 

087-831-1912 

香川いのちの電話 
社会福祉法人香川

いのちの電話 
不安や悩みの相談 年中無休 24 時間 

087-833-7830 

fax 

087-861-4343 

 



⑥保健指導について                     保健指導部 
 

 
 
 
 
 
１．今年度の保健目標 
（１）生涯にわたる健康の基礎づくり 

① 定期健康診断の円滑な実施と保健管理・健康教育における結果の活用 
・健康診断結果による事後処置の徹底と、配慮を要する生徒の運動・学習・学校行事参加等、個々

の対応について共通理解を図る。 
・学校管理下のけがについて、担任・部顧問・授業担当者と保健室との連絡を密にし、独立行政

法人日本スポーツ振興センターへの申請手続きに遺漏のないよう努める。 
 

② 生活習慣病の予防など、生涯にわたって健康課題を見つけ､主体的に解決していく能力や態度

を養うため、日常の健康管理等を活用し、生徒の健康面や生活面の情報を多面的にとらえ、個々

の生徒に応じた適切な日常生活の実践について指導を行う。 
 
（２）ロングホームルームにおける性教育・・・各学年に応じた指導の充実 

    ロングホームルームにおける性教育を通して、異性を尊重する態度を身につけ、異性との交際において

適切な意志決定や行動選択ができるよう指導するとともに、個々に応じた具体的な指導ができるよ

う、日頃より生徒との会話や関係づくりを心掛けた個別指導に努める。 

 
（３）クラスや部の人間関係や学習に問題を抱える生徒に対する、相談的対応と校内連携の充実 

① 保健室においては、様々な対応の機会をとらえて生徒との信頼関係をつくり、生徒自らが自

己の心身の問題を考え、適切な行動を見出す支援ができるような保健室経営を目指す。 

 

② 保健室登校生徒等に対しては、担任の先生を中心にスクールカウンセラー等関係者と共に、

チ－ムとして一貫した支援が行えるように効果的な連携を図る。 

 
（４）生徒保健委員会活動の充実 

学校保健委員会における研究発表や､南高祭等における「保健展」の開催、心肺蘇生法への参加

等を通して、心身の健康と安全の大切さについて生徒保健委員会から学校全体へ発信する。 
 
（５）学校環境安全・衛生管理の徹底 

① 水質検査、照度検査、空気検査に加え、近年新たに追加されているシックハウス関係検査、

ダニ又はダニアレルゲンの検査等を適切に実施し環境の改善を図る。 

 

② 全職員による毎月の校内施設設備の安全点検を徹底し、職員・生徒の安全確保に努める。 

 
（６）「冷房病」予防対策について 

 エアコンの使用による身体への影響として、温度差が原因による「冷房病」の症状が出ること

が予想される。その予防のためには外気との温度差を十分配慮した室温設定を行い、生徒の体調

管理についても適切な対応を行う。 

 
（７）校内救急体制の徹底･････心肺蘇生法・ＡＥＤ講習会を実施する（平成２７年５月１９日予定） 

３年間の高校生活を健康で安全に過ごすために、自らの健康をつくりながら、さらに一生のうちで身体面、精神

面ともに最も変化の大きなこの時期に、生徒それぞれがより豊かな成長を目指してほしいと思います。 

学校生活の基盤となるのは家庭生活です。何よりもまず朝元気で登校できるよう、家庭でのお子様の生活につい

て、特に規則正しい生活と食生活について、心配りをよろしくお願いいたします。 

 



２．保健室の利用と学校での病気やけがに対する対応について 

 

（１） お 願 い  

登校前の健康観察 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）学校で病気やけがをしたとき 
 

① 保健室での処置は応急手当 

保健室での手当はあくまでも応急処置ですので、ご家庭ではその後の経過観察と手当をよろ

しくお願いします。 
 

② 保健室における内服薬の使用について 

体質による副作用の問題や、原因がわからない頭痛や腹痛の場合、薬によりその痛みを抑え

ることで重大な病気の発見の遅れにつながるなどの危険性も考え、本校でも内服薬の使用は控

えていますのでご理解をお願いします。必要な場合は、本人にあった薬を持参させてください。 
 

③ けがや病気の際の医療機関への受診について・・・緊急時の連絡先を明確に。 
けがや病気の程度により医療機関を受診する必要が生じた場合ですが、最近の病院は受診時

に必ず保険証が必要なことや、ご家庭によっては、その後の通院の関係で希望する病院がある

ことから、基本的には保健室から担任の先生を通じて保護者の方に連絡し病院に連れて行って

いただいております。緊急を要する場合や保護者の方に連絡がとれない場合は、学校で対応を

いたします。また、急な発熱など病状によって早退させる場合も、原則として担任から家庭連

絡を行い、お迎え等をお願いしています。 
 

３．健康診断の実施と結果の通知について 

健康診断の結果、検査や治療が必要な場合は、その都度直ちにお知らせします。速やかに専門機

関を受診し、検査結果は必ずクラス担任の先生までご提出ください。 
 

 

４．学校において予防すべき感染症について 

インフルエンザ、おたふくかぜ、水ぼうそう、はしか、風疹等、集団感染の恐れがある感染症は

出席停止となります。学校の所定の用紙をお渡ししますので、担任の先生を通じて保健室までお知

らせください。 

 

 

観察点 

１時間目が始まる前から具合が悪くなり、保健室を訪れる場合が

あります。お子様の健康状態の変化を一番に察知できるのは保護

者の方だと思います。朝「いつもとちがうな？」と感じたら、い

つも以上にお子様の心身の状態に心配りをお願いします。また、

登校後学校で特別な対応が必要な場合は学校にご連絡ください。 

・ 元気がありますか             ・ 昨夜はよく眠れていましたか 
・ 目がはれたり、充血していませんか     ・ 顔色はいつもと同じですか 
・ 皮膚に発疹やむくみはありませんか     ・ 食欲はありますか 
・ 咳をしていませんか            ・ たびたびトイレに行っていませんか 

 



５．独立行政法人日本スポ－ツ振興センタ－について 

独立行政法人日本スポ－ツ振興センタ－の災害共済給付は、学校管理下における生徒の災害につ

いて、保護者に対して災害共済給付（医療費の一部、障害見舞金、死亡見舞金の支給）が行われる

制度で、本校では全員加入していただいております。 
 

◎ 対象となる学校管理下の範囲 

授業中、休み時間中、学校行事（遠足、修学旅行など）登下校中、部活動中等。 
 

◎ 支給の条件 

・ 申請の期限（災害共済給付を受ける権利）は、その給付事由が生じた日から２年間です。 
・ 医療費の総額が５，０００円以上のもの（健康保険を使って、１，５００円以上のもの） 
・ 同一の災害の負傷での医療費の支給は、初診から最長 10 年間です。 
・ 交通事故等のような損害賠償を受けたときや、他の法令の規定による給付等を受けた場合は

給付が行われないことがあります。ひとり親医療等の適用を受けた場合は、その旨お知らせく

ださい。 
・ 歯科の自由診療、入院時の差額ベッド代等、健康保険の適用にならない医療費は給付されま

せん。 
・ 故意によるもの、重大な過失によるものについては給付されないか、減額される場合があり

ます。 
 

◎ 手続きと給付金の支給 
・ 受傷後医療機関を受診した場合は、速やかに担任の先生に申し出た上で、保健室にて申請手

続きを行ってください。保健室では所定の用紙を渡しますので、病院で記入してもらい、その

月の２５日までに保健室に提出してください。 
  ・ 給付金の支給は、提出後２～３ヶ月後になります。支給された給付金は、保護者に通知の上

授業料口座に振り込まれます。 
 

 

６．学校医・学校歯科医・学校薬剤師の先生方 

 
∇ 内  科  松 岡 信 夫 先生   マツオカ医院      高松市一宮町 

國 重 英 治 先生   國重内科・小児科医院  高松市香川町 
∇ 眼  科  谷 崎  勍  先生   谷崎眼科医院      高松市円座町 
∇ 耳 鼻 科  三 谷 知 生 先生   さんあいクリニック   高松市松縄町 
∇ 歯  科  小 倉 寛 治 先生   おぐら歯科医院     高松市太田上町 

 中 塚 智 雄 先生   なかつか歯科医院    高松市栗林町 
∇ 薬 剤 師  畑 本 和 重 先生               

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



平成２７年度南高年間主要行事
１・２日 中間考査（Ｒ1）６日 始業式、Ｒ2ケースレポート発表
２日 講師講義（Ｒ1）７日 入学式

８日 中旬 センター試験出願専攻科生徒総会、交流会、交通教室
13～16日 中間考査８・９日 新入生オリエンテーション

身体計測・検診(～6月） 14-11/10 介護実習Ⅱ(福2年)４ 10
10日 Ｒ2ケースレポート発表 16日 専攻科４校交流会
11日 22日 保育実習(生活デザイン科2年）香川県・看護協会合同就職説明会

月 月13～17日 面接週間
(1年 あすたむらんど21日 遠足
2年 峰山 3年 金比羅宮)

28日 進路ガイダンス・就職模試(3年)
上旬 収穫感謝祭(環境科学科)１日 体育祭、第１回ＰＴＡ理事会
10日 乳幼児交流会（生活デザイン科）１～９日 公開授業週間

７～20日 臨地実習(Ｒ2) 11日 専攻科生徒総会
８日 生徒総会 13日 生徒総会５ 11

（ ）９日 ＰＴＡ総会､授業参観､学級懇談会 21日 かがわ産業教育フェア 看・環・生・福

26～12/4 看護臨地実習(看2年)19～22日 中間考査（3-4は18日）
月 月 27～12/2 期末考査19～6/12 介護実習Ⅱ(福3年)

19日 ＡＥＤ講習会（Ｒ1）
25日 ＰＴＡ総会振休

(２年)27日 戴帽式
29～6/2 中間考査（Ｒ1）

（サッカー）30・31日 県総合体育大会
２・３日 期末考査（Ｒ1）6～8、13 県総合体育大会

（ ）９～11日 看護臨地実習(看2年) ４日 臨地実習オリエンテーション Ｒ1
11日 実力テスト(1・2年 ７～11日 介護実習Ⅰ(福1年)６ 12)

11・12日 校内模試・就職模試(3年) ７～18日 臨地実習(Ｒ1)
（ ）17日 香大実習見学(Ｒ1・Ｒ2) ８日 高松南保育園交流会 生活デザイン科

19～22日 四国総体 ８～1/15 センター試験対策特別授業(3年)月 月
保護者個別懇談会23日 乳幼児交流会 生活デザイン科（ ） 15～下旬

21・22日 クラスマッチ29～7/2 期末考査
24日 終業式
25日 福祉科課外（1～3年）

1日 求人受付開始 ６・７日 課外（福3年）
（ ）６～10日 看護臨地実習(看3年) ６日 臨地実習オリエンテーション Ｒ1

８日 始業式６～10日 介護実習Ⅰ（福3年）
７日 就職模試(3年) ７～22日 臨地実習(Ｒ1)
中旬 農業クラブ総会(環境科学科) 12～2/16 看護臨地実習（看3年）

12日 実力ﾃｽﾄ(1・2年)、就職模試(2年)７ 中旬～ 野球応援 １
14日 乳幼児交流会 生活デザイン科 13日 実力ﾃｽﾄ（2年）（ ）

16・17日 大学入試センター試験14～下旬 保護者個別懇談会
19～22日 修学旅行(２年)15・16日 クラスマッチ

)17日 終業式 26～29日 学年末考査(３年
第２回ＰＴＡ理事会月 月18・19日 四国大会（水泳） 下旬

21～23日 心理学集中講義(Ｒ1) 下旬 介護福祉国家試験受験(福3年)
21～31日 期末考査(Ｒ2) 国試対策特別時間割（Ｒ2）21～2月中旬

21～23日 赤十字救急法講習会（看2年）
21～27日 夏季前期課外(1･2･3年)
27～31日 期末考査(Ｒ1)
31日 専攻科終業式
４日 体験入学 ４日 自己推薦入試
７日 香川大学総合周産期 上旬 就職模試(2年)

母子医療センター実習(Ｒ2) ５～12日 介護実習Ⅰ(福1年)
11～29日 臨地実習ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ(Ｒ2) ９～19日 学年末考査(Ｒ1)８ ２
10日 臨地実習(Ｒ2) 中旬 看護師国家試験(Ｒ2)

専攻科ガイダンス(看3年)21日 臨地実習(Ｒ1・2)県立中央ＨＰ 18日
月 月 19～24日 学年末考査(1・2年)24～27日 夏季後期課外(1･2･3年)

28日 一般推薦選考会
下旬 就職校内推薦選考会
28日 専攻科集会（始業式）

31～12/9 臨地実習(Ｒ2)
卒業式、専攻科修了式１日 始業式 １日

１・２日 校内模試（3年） ８・９日 入学者選抜学力検査・面接
２日 実力テスト（1・2年） 13日 一宮地区防災訓練（Ｒ1）９ ３

15～17日 赤十字救急法講習会（福1年）４・５日 南高祭
18日 終業式８日 センター試験説明会

月 月11日 南高祭振休
14～25日 介護実習Ⅰ(福2年)
15～18日 研修旅行(Ｒ1)

指定校推薦選考会、就職試験開始16日
29・30日 保育所実習（看3年）

斜体は保護者参加対象行事



化 学 教 室

校 内 案 内 図
香川県立高松南高等学校－－

北 運 動 場

食堂

第 ２ 校 舎部室

第１美術室第２美術室 ２－６ ３－６ 階 ３－７ １－８ ２－８ ３－８ １－９ ２－９階 階美術準備室 １－７ ２－７ WC

在宅看護実習書道教室 製図実習室 調理実習室 ３－３ ２－３ １－３ １－６食物準備室 被服実習室 基礎看護実習室WC

段 段 段 保健室視聴覚教室 土質実習室 土木職員室水理実習室 ３－２ ２－２ １－２ Ｌ５ Ｌ６測量実習室 生徒指導室ＷＣ

Ｒ２ Ｒ１wc(1･2F)

－７ 看護実習室L WC 階

第１校舎進路指導室 段

情報処理室WC 調理実習室 調理実習室 被服準備室 商業科職員室被服実習室 階

生徒会 農業実験室 ２－１ ３－１WC 管理室 看護実習室

看護職員室WC 体育 体育 倉庫 トレーニング 更 衣 応用力学実験室 段 １－１

北 体 育 館
本 館

福祉総合実習室WC

日WC 大 会 議 室

松 進職 員 室

渓 館

入浴実習室 更衣室 介護実習室館

３－４ ２－４ １－４

事 務 室校長室

正 門

南 体 育 館

南 門

武
道 南 グ ラ ウ ン ド

館

プ
｜

ル

野球グラウンド

教育相談室小 会 議 室WC

福祉課職員室 演 習 室駐

車

場

駐車場

化学職員室

物理職員室物 理 教 室

生物職員室生 物 教 室

器 楽 音楽室 準 備 室

パソコン教室L 3 準備室

３－５ １－５

２－５ L4L 1

L 2

図 書 室 司 書 書 庫

男WC

女WC

教材研究室

園芸実習室

職 員 室

仮設校舎

仮設校舎

第 校舎 工事中1

1 年 団
職 員 室


